
（匹）

人と動物が幸せに
暮らせる天草に
～動物愛護について考えよう～

保
健
所
や
市
に
寄
せ
ら
れ
る
動

物
に
関
す
る
相
談
で
最
も
多
い
の

は
、
野
良
猫
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

で
す
。

猫
は
繁
殖
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、

1
年
間
に
2
〜
3
回
出
産
し
、

1
回
で
1
〜
8
匹
の
子
猫
を
産

む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
ま
れ
た
子
猫
は
生
後
半
年
ほ
ど

で
子
ど
も
を
産
め
る
ほ
ど
に
成
長

し
ま
す
。

か
わ
い
い
か
ら
と
い
っ
て
む
や

み
に
餌
を
与
え
る
と
、
野
良
猫
が

繁
殖
を
繰
り
返
し
て
増
え
続
け
、

ふ
ん
尿
に
よ
る
生
活
環
境
の
悪
化

や
発
情
期
の
鳴
き
声
に
よ
る
騒
音

な
ど
、
近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
野
犬
や
捨
て
犬
に
関
す

る
通
報
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
犬
は
人
を
追
い
掛
け
た
り
、
人

に
か
み
つ
い
た
り
と
い
っ
た
危
害

を
加
え
る
可
能
性
も
あ
り
危
険
で

す
。令

和
5
年
度
に
お
け
る
天
草

保
健
所
で
の
市
内
の
犬
の
捕
獲
・

引
取
数
は
45
匹
。
5
年
前
と
比

較
す
る
と
半
減
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
犬
が
保
護
さ
れ

て
い
る
状
況
で
す
。

行
政
に
寄
せ
ら
れ
る

　
　犬
や
猫
の
相
談

問い合わせ先

牛  深☎73-2111・有  明☎53-1111
御所浦☎67-2111・倉  岳☎64-3111
栖  本☎66-3111・新  和☎46-2111
五  和☎32-1111・天  草☎42-1111
河  浦☎76-1111

天草市役所 ☎23-1111
〒863-8631 天草市東浜町8番1号

支　所

本　庁

※（　）内は前月比

72,354人
34,248人
38,106人
36,074

（93減）
（54減）
（39減）
（3減）

出生
死亡
転入
転出

22人
114人
131人
132人

７月末日現在

７月中の異動

人　口
男
女

世帯数

人のうごき

36 いのち支える
～その声掛けがゲートキーパーへの第一歩～

34 休日在宅病(医)院／水道修繕当番店

28 宝島のわだい

35 お出かけ情報／市長コラム

7 学芸員のイチオシ／天草の旬いただきます！

31 市民のひろば

30 キラリ天草人

27 ハッピーバースデー

26 元気☆あまくさっこ／〇〇な人み～つけた！

9 くらしの情報

8 いきいき健康

2 人と動物が幸せに暮らせる天草に
～動物愛護について考えよう～

主な内容
9月号

2024

YouTube InstagramLINE

天草市公式SNS

Facebook
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奈
良
﨑 

孝
一
郎 

さ
ん

熊
本
県
獣
医
師
会
理
事
（
天
草
支
部
長
）

所
長
（
獣
医
師
）

髙
本 

芳
寿 

さ
ん

よ
し
ひ
さ

▲犬１匹ごとに割り当てられた
屋内・外の飼育室

▲けがなどにすぐに対応できる治療室

「
ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン
ズ
熊
本
」
で
は
、

犬
50
匹
、
猫
80
匹
程
度
を
収
容
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
獣
医
師
が
常

駐
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
動
物
病

院
に
依
頼
し
て
い
た
獣
医
療
を
セ
ン
タ

ー
内
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
保
護
さ
れ
た
犬
・
猫
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
治
療
な
ど
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
1
匹
ず
つ
に
割
り
当
て
ら

れ
た
空
調
設
備
が
あ
る
飼
育
室
で
譲
渡

に
向
け
た
適
正
な
飼
養
を
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

他
に
も
、
旧
セ
ン
タ
ー
に
は
な
か
っ

た
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
や
会
議
室
を
完

備
。
動
物
愛
護
に
関
す
る
講
習
会
や
動

物
愛
護
団
体
な
ど
と
の
話
し
合
い
を
セ

ン
タ
ー
内
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
に
動
物
を
大

切
に
す
る
心
を
養
っ
て
も
ら
う
た
め
、

従
来
の
出
前
講
座
に
加
え
、
実
際
に
セ

飼い主としての責任

熊
本
県
で
は
「
人
と
動
物
が

共
生
す
る
熊
本
」
の
実
現
を
目

指
し
、
熊
本
市
に
あ
る
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
（
現
：
別
館
）
で

保
護
さ
れ
た
犬
・
猫
の
飼
養
管

理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
熊
本
地
震
の
後
に
被
災
し

た
犬
・
猫
が
増
え
、
プ
レ
ハ
ブ

小
屋
を
建
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ほ
ど
の
過
密
状
態
に
。
施
設

の
老
朽
化
や
設
備
機
能
の
不
足

な
ど
も
あ
り
、
今
年
3
月
に
宇

城
市
に
新
た
な
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
「
ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン
ズ
熊

本
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「アニマルフレンズ熊本」
熊本県動物愛護センター

機能4つの
動物保護譲渡活動愛護活動愛護啓発、教育

生
後
３
カ
月
以
上
の
犬
に
は
狂
犬
病

の
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
市
内
の
約
半
数
の
犬
が
集

合
注
射
を
、
残
り
の
半
数
が
院
内
注
射

を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。
本
市
の
接

種
率
は
76
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
亡
く
な
っ
て
い
る
犬
や
老
犬
、
病

気
の
犬
な
ど
も
母
数
に
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
実
際
は
1
0
0
％
に
近
い
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
中
に
は
そ
も
そ
も

犬
の
登
録
を
し
て
い
な
い
人
も
い
ま

す
。
平
成
18
年
に
は
、
海
外
で
犬
に
か

ま
れ
た
人
が
帰
国
後
発
症
す
る
な
ど
、

狂
犬
病
は
過
去
の
病
と
は
言
い
切
れ
ま

せ
ん
。
犬
を
飼
っ
た
ら
必
ず
市
に
届
け

出
を
し
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
以
外
に
も
動
物
は
さ
ま
ざ
ま

ワ
ク
チ
ン
を

し
っ
か
り
打
っ
て

　
病
気
の
予
防
を

犬
を
飼
う

と
き
は
…

鑑札は、犬の
身元証明に

なるもので、
万が一迷子

になったとき
にも早期発

見につながり
ます。

犬を飼う場合、飼い主は犬の

登録（犬の生涯に1回）を行う
とともに、狂犬病の予防注射（毎

年1回）を受けさせ、その証明
として鑑札と注射済票を犬に装

着することが法律で義務付けら

れています。

○登録（登録料3,000円）
生後91日以上の犬を飼い始
めた場合には、30日以内に
必ず次のいずれかへの届け出

が必要です。

・市民環境課、各支所

・動物病院（熊本県獣医師会

天草支部に加入）

○狂犬病予防注射
（予防注射料2,800円、
注射済票交付手数料500円）
毎年4・5月に市が実施する
集合注射、または動物病院で

接種を受けさせてください。

※熊本県獣医師会天草支部に

未加入、または市外の動物

病院で接種した場合は、病

院から発行された注射済票

を市民環境課・各支所に持

参してください。

人
を
は
じ
め
、
全
て
の
哺
乳
類

が
感
染
し
、
発
症
す
る
と
致
死
率

は
ほ
ぼ
1
0
0
％
と
い
う
恐
ろ

し
い
感
染
症
で
、
治
療
法
は
ま
だ

発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
病

気
は
、
主
に
狂
犬
病
に
か
か
っ
た

犬
に
か
ま
れ
た
と
き
に
、
唾
液
中

に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て

感
染
し
、
発
熱
や
頭
痛
、
倦
怠
感
、

興
奮
、
け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状
を

引
き
起
こ
し
て
最
終
的
に
死
に
至

り
ま
す
。

日
本
で
は
昭
和
31
年
以
降
の
発

症
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
界

で
は
毎
年
約
5
万
人
が
発
症
し

死
亡
し
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
と
は

interview

interview

ン
タ
ー
の
施
設
や
保
護
犬
・
猫
の
見
学

が
で
き
る
来
所
型
の
「
命
の
教
室
」
も

開
催
し
て
い
ま
す
。
犬
・
猫
に
も
人
と

同
じ
よ
う
に
か
け
が
え
の
な
い
命
が
あ

る
の
で
、
そ
の
命
の
大
切
さ
を
早
い
段

階
か
ら
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
と
て
も

重
要
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
保
護
し
て
い
る
の
は
、

迷
子
や
捨
て
ら
れ
た
犬
・
猫
の
ほ
か
、

多
頭
飼
育
崩
壊
で
譲
渡
先
が
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
犬
・
猫
な
ど
で
、
常
に
収
容

可
能
数
の
7
〜
8
割
が
埋
ま
っ
て
い

ま
す
。
何
よ
り
も
〝
飼
い
主
が
最
期
ま

で
責
任
を
持
っ
て
飼
う
〞
と
い
う
気
持

ち
が
必
要
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
多
頭

飼
育
崩
壊
に
陥
り
そ
う
な
飼
い
主
は
い

な
い
か
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
無
責

任
な
餌
や
り
を
し
て
い
る
人
は
い
な
い

か
な
ど
、
周
囲
の
人
も
気
に
掛
け
る
こ

と
で
「
人
と
動
物
が
共
生
す
る
熊
本
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
人
と
動
物
が
共
生
す
る
熊
本
」を

目
指
す
新
た
な
拠
点

大切な命をつなぐ

な
病
気
を
持
っ
て
お
り
、
人
の
疾
病
の

75
％
は
動
物
由
来
の
感
染
症
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
最
近
は
マ
ダ
ニ
に

よ
る
感
染
症
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
（
S
F
T
S
V
）
は
、

動
物
か
ら
動
物
だ
け
で
な
く
、
動
物
か

ら
人
へ
も
感
染
し
ま
す
。
普
段
か
ら
ペ

ッ
ト
に
マ
ダ
ニ
が
つ
い
て
い
な
い
か
よ

く
見
る
こ
と
、
予
防
薬
を
使
用
し
た
り

コ
ー
ミ
ン
グ
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

大
切
な
ペ
ッ

ト
を
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
か
ら
守

る
た
め
、
飼
い

主
は
必
ず
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
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天
草
市
に
は
、
考
古
学
や
古
生
物
学
な
ど
の
専
門
的
知
識
を
持
つ
学
芸
員
が
い
ま
す
。

そ
の
学
芸
員
が
、
天
草
の
歴
史
や
自
然
な
ど
に
関
す
る
〝
イ
チ
オ
シ
″
を
紹
介
し
ま
す
。

Vol．

017
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　（ ２人分 ）

文
化
課　

松
本 

博
幸

龍王寶
ほうくつ

窟の龍王像（河浦町）

　河浦町新合の国道 266

号沿いにひっそりと建つ

「龍王寶窟」という祠
ほこら

の中

に、一体の石像がまつら

れています。この石像は、

中国の役人の服装をした

龍王像で、頭に龍を乗せ、

後頭部から背中にかけて

真っ直ぐに伸びる龍の姿

が刻み込まれているのが

特徴です。

　龍王は主に水の神・雨乞いの神として、日本では平安時代以降に広く

信仰されてきました。石像台座の銘文には、1700（元禄 13）年に立原村・

津留村・市瀬村の庄屋が願主となって奉納したことや、制作者として古

賀善左衛門・関利兵衛という２人の肥前石工の名前が記されています。

　この龍王像は、天草に現存し年代が判明している石像の中で最古のも

ので、銘文などから、元禄時代（江戸時代中期）に、肥前石工が佐賀県

嬉野市塩田町で産出する「塩田石」と呼ばれる安山岩を用いて制作した

ものであることが分かります。このことから、下浦石工が活躍する以前

の天草における近世石造物のようすを知ることができる貴重な石造文化

財といえます。

　顔の表現などの彫刻技術や造形は迫力があり、天草の近世石造物の中

で最も素晴らしい作品の一つです。

ピーマン

　ピーマンは栄養価が高く、特にビタミ

ン C が豊富な野菜です。ビタミン C は

シミやそばかすの予防に役立つほか、β

－カロテンとともに抗酸化作用を発揮し、

老化防止や免疫力アップに効果的です。

　色が鮮やかでツヤがあり、切り口が新

鮮で変色していないものを選びましょう。

ピーマンとちくわの
みそ炒め

・ピーマン　……………２個
・ちくわ　………………１本
・ショウガ………………少々
・サラダ油………小さじ２

・豆板醬　……………少々
・みそ………………小さじ１
・みりん……………小さじ1

①ピーマンはヘタと種を取り除いて乱切りに、ちくわも乱

切りにする。ショウガは千切りにする。

②フライパンにサラダ油と豆板醤を入れて熱し、①を炒め、

みそとみりんで味を付ける。


